平成２５年第２回上毛町議会定例会会議録
（１日目）
招集の場所　　上毛町議会議場
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　建設課長　古原典幸・　総合窓口課長　末松克美・　教務課長　岡崎　浩
　総務係長　熊谷豊司
───────────────────────────────
○職務のため本会議に出席した者の職氏名
議会事務局長　福田正晴
議会事務局係長　垂水英治
○議事日程
平成２５年第２回定例会議事日程（１日目）
平成２５年６月１１日　午前１０時００分　開会
日程第　１　会議録署名議員の指名
日程第　２　会期の決定
日程第　３　諸般の報告
日程第　４　選挙第　１号　上毛町外一市一町矢方池土木組合議会議員の選挙について
日程第　５　諮問第　１号　人権擁護委員候補者の推薦について
日程第　６　報告第　２号　平成２４年度上毛町一般会計継続費繰越計算書の報告について
日程第　７　報告第　３号　平成２４年度上毛町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
日程第　８　報告第　４号　平成２４事業年度上毛町土地開発公社の事業報告及び決算について
日程第　９　報告第　５号　しんよしとみ街づくり有限会社の平成２４事業年度の決算及び平成２５事業年度の事業計画について
日程第１０　議案第３４号　専決処分の承認を求めることについて（上毛町税条例の一部を改正する条例）
日程第１１　議案第３５号　専決処分の承認を求めることについて（上毛町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
日程第１２　議案第３６号　専決処分の承認を求めることについて（平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第９号））
日程第１３　議案第３７号　専決処分の承認を求めることについて（平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第１号））
日程第１４　議案第３８号　専決処分の承認を求めることについて（平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第２号））
日程第１５　議案第３９号　専決処分の承認を求めることについて（和解について）
日程第１６　議案第４０号　専決処分の承認を求めることについて（平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第３号））
日程第１７　議案第４１号　上毛町農林水産事業分担金徴収条例の一部を改正する条例について
日程第１８　議案第４２号　上毛町普通河川管理条例の制定について
日程第１９　議案第４３号　財産の処分について
日程第２０　議案第４４号　訴えの提起について（土地明渡請求事件）
日程第２１　議案第４５号　訴えの提起について（損害賠償請求事件）
日程第２２　議案第４６号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第４号）
日程第２３　議案第４７号　平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
日程第２４　議案第４８号　豊築地区障害程度区分認定審査会共同設置規約の変更について
日程第２５　発議第　３号　中国政府に対しＰＭ２.５の抑制と国内においての対策強化を求める意見書（案）
日程第２６　発議第　４号　少人数学級の推進、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書（案）
○委員会付託
総務、産業・建設常任委員会
議案第４１号　上毛町農林水産事業分担金徴収条例の一部を改正する条例について
議案第４２号　上毛町普通河川管理条例の制定について
議案第４４号　訴えの提起について（土地明渡請求事件）
議案第４５号　訴えの提起について（損害賠償請求事件）
議案第４６号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第４号）（所管分）
発議第　３号　中国政府に対しＰＭ２.５の抑制と国内においての対策強化を求める意見書（案）
文教・厚生常任委員会
議案第４６号　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第４号）（所管分）
議案第４７号　平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
議案第４８号　豊築地区障害程度区分認定審査会共同設置規約の変更について
発議第　４号　少人数学級の推進、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書（案）

○　会　議　の　経　過　（初日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開会　午前１０時００分
○議長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願いいたします。
　一礼して御着席願います。礼。
　ただいまの出席議員は全員です。
　ただいまから平成２５年第２回上毛町議会定例会を開会します。
　これから、本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に運営資料を配付しておりますので、ごらんください。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。
　本定例会の会議録署名議員に、５番三田議員、６番安元議員を指名します。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）日程第２、会期の決定を議題とします。
　今期定例会の運営について議会運営委員会委員長に審議をお願いいたしたところ、６月７日に委員会を開催していただき、定例会の会期を本日から２１日までの１１日間とする内容の答申をいただきました。
　お諮りします。今期定例会の会期は、議会運営委員長の答申のとおり、本日から２１日までの１１日間といたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から２１日までの１１日間とすることに決定しました。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）日程第３、諸般の報告を行います。
　今期定例会に提出された議案は、町長から諮問１件、報告４件、承認７件、条例案２件、予算案２件、その他４件の計２０議案と議員から提出された選挙１件、発議２件の計２３議案であります。
　次に、本定例会の会期日程を申し上げます。お手元に配付の運営資料１ページをごらんください。
　本日の会議では、議案を一括上程し、町長提出案件については提案理由の説明を受け、総括質疑を行います。ただし、諮問第１号、報告２号から５号の４件の受理及び議案第３４号から４０号までと議案第４３号の８議案の計１３議案は、本日受理、審議、採決を行い、残りの７議案は後でお諮りし、所管の常任委員会に審査を付託する予定です。
　また、議員から提出された議案について、選挙１号は、本日、選挙を実施することといたします。発議の２件については、提出者の趣旨説明を受け、質疑を行った後、所管の常任委員会に審査を付託したいと思います。
　ここで皆様にお願いいたしますが、本日審議、採決を予定している議案に対する質疑は、後の議案内容の説明に対する質疑にあわせて行っていただきますよう御協力をお願いいたします。
　６月１４日、１５日に本会議を開催し、一般質問を行う予定ですが、１４日に一般質問が全部終了すれば、１５日は休会とします。
　６月１７日を文教・厚生常任委員会、６月１８日を総務、産業・建設常任委員会の開催日にいたしたいと思います。
　６月２１日に本会議を開催し、各常任委員長から委員会付託案件の審査状況の報告を受け、討論、採決を行います。
　ただいま報告しました議会の運営事項については、議会運営委員会に諮問し、決定を受けておりますので報告いたします。
　地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長並びに教育委員長に出席の要求をいたしましたところ、お手元に配付の名簿のとおり、説明員の出席報告がありましたので、これを許可し、出席いただいております。
　これで諸般の報告を終わります。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）これから議案の上程を行います。なお、議案の上程に際し、議案名の朗読は省略いたします。
　日程第５諮問第１号、日程第６報告第２号、日程第７報告第３号、日程第８報告第４号、日程第９報告第５号、日程第１０議案第３４号、日程第１１議案第３５号、日程第１２議案第３６号、日程第１３議案第３７号、日程第１４議案第３８号、日程第１５議案第３９号、日程第１６議案第４０号、日程第１７議案第４１号、日程第１８議案第４２号、日程第１９議案第４３号、日程第２０議案第４４号、日程第２１議案第４５号、日程第２２議案第４６号、日程第２３議案第４７号、日程第２４議案第４８号、以上２０件を一括上程します。
　提案理由の説明を求めます。
　町長。
○町長（鶴田忠良君）皆さん、おはようございます。それでは、本議会に提案いたしました案件について提案理由の説明を申し上げます。
　本日ここに平成２５年第２回上毛町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には、公私ともに御多用の中、万障お繰り合わせの上、御参集をいただき、厚く御礼を申し上げます。
　さて、昨年１２月の政権交代以来、我が国の経済は安倍首相の経済政策、いわゆるアベノミクスにより、円安株高が象徴するように、ようやく回復基調に入り、明るい展望が期待されるまでに至りました。しかしながら、第三の矢、つまり成長戦略は、規制緩和を含め、民間活力の大胆な投入を求めたものでありますけれども、市場が示す株価も乱高下を繰り返し、経済発展が真に実感される具体的な施策が強く望まれることとなっております。

　上毛町でありますが、新年度２カ月の行財政並びにまちづくりは、おおむね順調に推移していると考えております。旧東高等学校跡地の宅地化事業につきましては、８月末には造成工事が完了する予定でありますが、先行して３９区画の分譲地の販売を６月１７日から開始する予定であります。なお、残余区画につきましては、販売の推移を勘案しながら、分譲を行ってまいりたいと考えております。
　最大の懸案事項でありました森の風の件につきましては、先般、御報告申し上げましたように、契約違反の法的処理を継続するとともに、違反事項等に要した経費につきましては、弁済について厳正かつ粘り強く対処してまいる所存であります。
　議員各位におかれましても、よろしく御理解の上、御支援、御協力を賜りますよう切にお願いを申し上げます。
　それでは、提案理由の説明を申し上げます。

　今議会に提出しております案件は、諮問案件１件、報告案件４件、専決処分７件、条例案２件、補正予算２件、その他４件の計２０案件であります。
　順次、御説明を申し上げます。

　諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦について。
　人権擁護委員２名の３年間の任期が平成２５年９月３０日で満了することに伴い、人格、識見ともにすぐれ、広く社会の実情に通じ、人権擁護について精通いたしております峯正弘氏、佐々木行子氏を推薦いたしたく、議会の意見を求めるものであります。
　報告第２号、平成２４年度上毛町一般会計継続費繰越計算書の報告書について。
　平成２５年度までの継続費で実施しております築上東高等学校跡地宅地化事業の２４年度事業費の繰越額を、地方自治法施行令第１４５条第１項の規定により報告するものであります。
　報告第３号、平成２４年度上毛町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について。
　平成２４年度において御可決をいただきました各種繰越事業等について、それぞれの事業等の繰越額が確定いたしましたので、ここに報告するものであります。
　報告第４号、平成２４事業年度上毛町土地開発公社の事業報告及び決算について。
　平成２４事業年度の土地開発公社の事業内容につきましては、前年事業年度同様、一般管理費のみの執行となった決算であります。先般、５月３０日の公社役員会におきまして御承認をいただきましたので、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、議会に報告するものであります。
　報告第５号、しんよしとみ街づくり有限会社の平成２４事業年度の決算及び平成２５事業年度の事業計画について。
　道の駅につきましては、７年間減少してきました売り上げ利益が、２４事業年度において若干の利益を計上し、回復の傾向は見えているところであります。引き続き、生産者の勧誘、商品の集荷サービス、栽培講習会の開催等により、商品の品質の充実、また各種イベントの開催等により、集客数の増加を図り、収益の向上に努めてまいる所存であります。先般、５月２８日のしんよしとみ街づくり有限会社通常総会におきまして御承認をいただきましたので、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、議会に報告するものであります。
　議案第３４号、専決処分の承認を求めることについて。
　上毛町税条例の一部を改正する条例でありますが、今回の改正は、現下の経済情勢等を踏まえ、成長と富の創出の好循環を実現する観点と社会保障・税の一体改革を着実に実施するために、震災復興支援のための課税免除措置や住宅ローン控除の延長、充実と納税環境整備としての延滞金等の利率見直し、固定資産税の特例措置などの地方税法の一部を改正する法律が平成２５年３月３０日に公布されたことに伴いまして、本町の税条例の一部を改正する条例を３月３０日付で専決処分したものであります。
　議案第３５号、専決処分の承認を求めることについて。
　上毛町国民健康保険税条例の一部を改正する条例でありますが、議案第３４号と同様に、社会保障・税の一体改革を着実に実施するために、国保加入世帯の世帯員が後期高齢者医療保険に７５歳で移行する際に、保険税の急激な増額を避けるための特例措置等により加入者の軽減を図るための地方税法の一部を改正する法律が平成２５年３月３０日に公布されたことに伴いまして、本町の国民健康保険税条例の一部を改正する条例を３月３０日付で専決処分したものであります。

　議案第３６号、専決処分の承認を求めることについて。
　平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第９号）により、大平楽の指定管理に係る行政処分執行停止申立応訴弁護士委託料等を３月２５日付で専決処分したので、議会の承認を求めるものであります。

　議案第３７号、専決処分の承認を求めることについて。
　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第１号）により、県議会議員補欠選挙費、大平楽等建物明け渡し仮処分申し立て等にかかわる弁護士委託料を４月３日付で専決処分したので、議会の承認を求めるものであります。
　議案第３８号、専決処分の承認を求めることについて。
　平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第２号）により、大平楽に係る修繕費、建物明け渡し仮処分強制執行手数料を４月２３日付で専決処分したので、議会の承認を求めるものであります。

　議案第３９号、専決処分の承認を求めることについて。
　大平楽屋台村の建物明け渡しに伴う和解についてでありますが、旧指定管理者森の風と和解申立人高野次男氏が締結した建物賃貸借契約が２５年３月３１日をもって契約が終了いたしましたが、４月１日以降については新指定管理者との建物賃貸借契約は締結されないまま営業を行っており、町としても明け渡しの求めを行ってきたところでありますが、協議により和解を行うことで合意を得ました。よって、本件和解について、５月３０日付で専決処分したので、議会の承認を求めるものであります。

　議案第４０号、専決処分の承認を求めることについて。
　議案第３９号と関連いたしますが、平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第３号）により、大平楽屋台村に係る和解手続弁護士委託料及び補償費を５月３０日付で専決処分したので、議会の承認を求めるものであります。

　議案第４１号、上毛町農林水産事業分担金徴収条例の一部改正について。
　農林水産業施設災害復旧事業費国庫補助の暫定措置に関する法律の適用を受ける農地災害復旧事業、いわゆる国庫補助対象農地災害復旧工事につきましては、分担金徴収条例により受益農家から分担金を徴収いたしておりますけれども、国庫補助対象事業と同様に、町単独の農地災害復旧事業についても受益者負担金を徴収いたしたいと考えておりますので、本条例を改正するものであります。
　議案第４２号、上毛町普通河川管理条例の制定について。
　本条例は、町内の普通河川について、その保全及び利用が適正になされるように管理することにより、公共の安全を保持し、かつ公共の福祉を増進することを目的として本条例を制定するものであります。
　議案第４３号、財産の処分について。
　今回の財産処分につきましては、築上東高等学校跡地に係る公募による宅地分譲事業を開始するに当たって、上毛町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分等に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものであります。

　議案第４４号、訴えの提起について。
　本議案につきましては、大平楽の指定管理等に関連する案件であります。さわやか市大平直売所前に、旧指定管理者森の風が設置したプレハブ建築物等３棟の撤去の判決を求めるため、土地の明け渡し請求事件につきましての訴えを提起したいので、地方自治法第９６条第１項第１２号により、議会の議決を求めるものであります。
　議案第４５号、訴えの提起について。
　本議案につきましても、議案第４４号と同様に、大平楽の指定管理等に関する案件であります。旧指定管理者森の風が、指定管理者基本協定書に規定する指定期間満了までの業務の引き継ぎや原状回復義務等を履行しないまま退去しており、やむを得ず町が代行したものとなっております。そのことにつきまして、損害賠償金の支払いの判決を求めるため、損害賠償請求に関しての訴えを提起したいので、地方自治法第９６条第１項第１２号により、議会の議決を求めるものであります。

　議案第４６号、平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第４号）でありますが、今回の補正額は１億１５０万円で、歳入歳出予算総額４６億９,０５２万８,０００円とするものであります。

　歳出全般では、職員の人事異動等に伴う人件費の組み替えを行っております。
　その他、主なものとして、総務費では、企画費におきまして、厚生労働省所管の起業支援型地域雇用創造事業の取り組みとして、起業１０年以内の企業を対象として、地域資源である空き家等を活用しての事業拡大や６次産業などの雇用創出が期待できる魅力ある空き家活用情報発信事業委託料と、平成２５年度コミュニティ助成事業に１団体が採択されたことに伴いまして、その補助金を計上いたしております。

　また、東高等学校跡地分譲化の関連で、コモンパーク上毛彩葉建築条件つき分譲住宅の販売価格の８％に当たる額を補助金として購入者に対し交付し、宅地分譲の販売促進及び定住促進を図るため、補助金を計上いたしております。
　支所費では、懸案事項でありました旧東上公民館の解体工事費等を計上いたしております。
　民生費では、町の施策として第３子以降の保育料を無料化いたしておりますが、納付済みの保育料につきまして、今回、第３子の保育料無料に該当する案件がありましたので、過誤納返還金を計上するものであります。
　また、町内民間保育所に対し、保育士の人材確保に対する対策を推進する一環として、保育士等処遇改善臨時特例事業補助金を計上いたしております。
　農林水産業費では、６月６日に北九州市小倉北区において、毎週木曜日に営業いたします町のアンテナショップがオープンしたことにより、その出店諸経費等において、今回、追加で委託料を計上するものであります。

　また、農産物直売所さわやか市の町内出荷者で組織する出荷者協議会に対し、組織として効率的、効果的に生産者の生産、出荷意欲の高揚を図り、町の産業振興、また６次産業の活性化を推進するため、町内産農林産物の生産、出荷体制の充実、安定化を図るため、農林漁業振興推進事業補助金を計上いたしております。

　商工費では、主として大平楽の指定管理に関係する経費を計上いたしております。修繕費では、大池公園等の遊具修繕費、大平楽駐車場等修繕費等であり、役務費では、さわやか市前のプレハブ等３棟の土地明け渡し訴訟強制執行手数料、委託料では損害賠償弁護士委託料、大平楽産業廃棄物処理委託料等、補償費では新指定管理者に対する休業補償、臨時営業必要経費等を計上いたしております。
　また、上毛町商工会が２２年度から実施しております町内での個人消費拡大と町内業者の活性化の推進のためのプレミアム商品券発行に伴う支援補助の経費を計上いたしております。

　土木費では、山国川河川事務所が施工いたします原井地区の月の輪学園下流側の河川災害復旧工事に伴いまして、接続する町道部分の用地測量委託料、工事請負費、土地購入費及び物件移転補償費等を計上しております。

　また、住宅費の工事請負費では、東下の野間団地の宅地のり面が湧水等で崩落いたしておりますので、補修工事費を計上いたしております。
　消防費では、退職した消防団員の退職報償金及び今回、水中ポンプの購入補助がコミュニティ助成事業に該当いたしましたので、備品購入費を計上するものであります。
　教育費では、西吉富小学校における特別支援学級の新設に伴い、既存図書室を特別支援学級として使用するため、新たに図書室用の建物のリース料及び特別支援学級と図書室用の備品購入費を計上、また青少年海外体験学習事業においては、海外体験児童、生徒の増により、委託料を追加で計上いたしております。
　大池公園多目的運動広場及び健康増進施設関係では、旧指定管理者が執行していない修繕費等と、新たに本施設の条件整備に伴う修繕費等を計上いたしております。

　今回の補正財源といたしましては、特定財源で県支出金の緊急雇用創出事業臨時特例基金事業補助金で７９６万４,０００円、繰入金としてまちづくり基金の１００万円を繰り入れ、諸収入として自治総合センターコミュニティ助成金等で６３５万６,０００円、一般財源として普通交付税で８,６１７万９,０００円を充当いたしております。
　議案第４７号、平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）でありますが、今回の補正額は２０万円を減額して、歳入歳出予算総額１０億４,０９９万２,０００円とするものであります。４月の人事異動に伴う減額補正であります。
　議案第４８号、豊築地区障害程度区分認定審査会共同設置規約の変更についてでありますが、根拠法令の名称改正等に伴い、本条例を一部改正するものであります。

　以上、概略を御説明申し上げましたけれども、いずれも重要な案件でございますので、慎重に御審議をいただき、御承認、御可決くださいますよう切にお願いを申し上げまして、提案理由の説明を終わらせていただきます。
　どうぞよろしくお願いを申し上げます。

○議長（坪根秀介君）提案理由の説明が終わりました。
　これから提案理由に対する総括質疑を行います。前にも述べましたが、本日審議する案件に対する質疑は、議案内容の説明の際に行っていただくよう御協力をお願いいたします。
　提案理由に対する総括質疑を行います。
　質疑はありませんか。
　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）まず、議案４３号ですが……、総括質疑か。土地の取得価格が約２億円だったと思います。それで、そのほか、いろいろな設計費とか造成費とかいろいろかかったと思います。そういうもろもろの合計は幾らになるのか。
　それから、それに対して、どのように売り払い予定価格を決めたのか。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員、本日審議する案件は、議案内容の説明の際に行ってください。

　ほかにございませんか。安元議員。
○６番（安元慶彦君）森の風については、契約違反であるということで、粘り強く対応していくということですが、期限としては、裁判の決着がつくまでということになるわけですか。

○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）はい。議員さん申されるとおり、裁判の決着がつくまでだと思っております。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、町長の提案理由に対する質疑を終了します。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第２５、発議第３号　中国政府に対しＰＭ２.５Ｋの抑制と国内においての対策強化を求める意見書（案）を議題とします。
　提出者に趣旨説明を求めます。
　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）中国政府に対し、ＰＭ２.５の抑制と国内においての対策強化を求める意見書（案）の趣旨説明を行います。
　ＰＭ２.５などの越境大気汚染の影響が九州のみならず全国に及んでいます。本町は大陸に近く、住民の健康被害も心配されることから、その対策が急がれることが強く求められます。
　ＰＭ２.５は、粒子が非常に小さくて肺の奥まで入りやすく、肺がん、呼吸器、循環器系への影響が懸念されます。ことし１月には、中国における深刻な大気汚染が問題となり、ＰＭ２.５への不安が急速に高まりました。
　現在、国が示した指針などは、現在の知見に基づき暫定的に定めたものであり、今後は国や地方自治体が連携し、健康への影響を調査するなどして、科学的な知見の集積に努め、適正に対処することが重要です。
　本当はこのような対応だけではなく、大気汚染物質の排気量を減らすという抜本的な対応が必要であり、そのために発生源を特定し、その削減に努めることが重要だと考え、この意見書（案）を提出しました。
　皆さんの慎重なる御審議をお願いいたします。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員の趣旨説明が終わりました。
　趣旨説明に対する質疑を行います。
　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、茂呂議員の趣旨説明に対する質疑を終了します。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第２６、発議第４号　少人数学級の推進、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書（案）を議題とします。
　提出者に趣旨説明を求めます。

　宮崎議員。
○３番（宮崎昌宗君）少人数学級の推進、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書（案）の趣旨説明を行います。
　社会状況等の変化により、学校は一人一人の子供に対するきめ細やかな対応が必要となっています。また、新しい学習指導要領が本格的に始まり、授業時間数や指導内容が増加しております。日本語指導などを必要とする子供たちや障害のある子供たちへの対応等も課題となっております。いじめ、不登校、生徒指導の課題も深刻化しています。こうしたことの解決に向けて、計画的な制度としての定数改善が必要だと思います。
　将来を担い、社会の基盤づくりにつながる子供たちへの教育は極めて重要です。子供や若者の学びを切れ目なく支援し、人材育成、創出から雇用、就業の拡大につながる必要があります。こういった観点から、次の事項が実現するように強く要望します。

　一つ、少人数学級を推進すること。具体的学級規模は、ＯＥＣＤ諸国並みの豊かな教育環境を整備するため、３０人以下学級とすること。
　２番、教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を２分の１に復元することという趣旨でございます。
　上毛町においては、小学校は、結果的には３５名、少人数のクラスになっております。中学校におかれては、大体、今、一学年８０人程度で、本来なら４０人程度のクラスになるところですけれども、県等の御協力いただいて、３クラスということで少人数学級ができております。

　結果的に少人数になっておりますが、やはりこれはきちんと制度として少人数学級を推進していただいて、なおかつ、義務教育は国の憲法でも定められた国民の義務でございますので、現在３分の１ですけれども、従来の２分の１に復元していただきたいという意見書でございます。よろしくお願いいたします。

○議長（坪根秀介君）宮崎議員の趣旨説明が終わりました。

　趣旨説明に対する質疑を行います。
　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、宮崎議員の趣旨説明に対する質疑を終了します。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）これから、本日採決する議案の上程を行います。
　日程第４、選挙第１号　上毛町外一市一町矢方池土木組合議会議員の選挙を行います。
　お諮りします。
　選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定によって、指名推選にいたしたいと思いますが、御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。
　したがって、選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。

　お諮りします。

　指名の方法は、議長が指名することとしたいと思いますが、御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。
　したがって、議長が指名することに決定しました。

　上毛町外一市一町矢方池土木組合議会議員に、小川清志さん、広崎正一さん、上西勝昭さん、中森孝さん、瀬口明宏さん、安元輝己さん、宮本道男さんを指名します。
　お諮りします。
　ただいま、議長が指名した方を上毛町外一市一町矢方池土木組合議会議員の当選人と定めることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。
　したがって、ただいま指名いたしました７名の方が上毛町外一市一町矢方池土木組合議会議員に当選されました。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第５、諮問第１号　人権擁護委員候補者の推薦についてを議題とします。
　議案内容の説明を求めます。

　総務課長。
○総務課長（川口　彰君）それでは、諮問第１号につきましては、朗読によりまして説明とかえさせていただきます。
　諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦について。
　次の者を人権擁護委員の候補者として法務大臣に対し推薦したいので、議会の意見を求める。
　平成２５年６月１１日提出、上毛町長、鶴田忠良。
　氏名、峯正弘、生年月日、昭和１８年１２月１５日生まれ、住所、上毛町大字東上３３４６番地。
　氏名、佐々木行子、生年月日、昭和３９年１月１９日生まれ、住所、上毛町大字原井６６８番地。
　理由、人権擁護委員２名の任期満了に伴い、候補者の推薦について、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求めるものでございます。
　次のページに参考資料を添付しております。現在、４名の人権擁護委員さんが在任中でございますが、任期は３年でございます。そのうちの２名が９月３０日で満期になりますので、今回、意見をお願いするものでございます。なお、峯氏につきましては継続して、また佐々木氏につきましては、新たにお願いをするものでございます。
　以上でございます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。
　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。
（「反対討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり同意することに賛成議員の起立を求めます。
（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦については、原案のとおり同意することに決しました。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第６、報告第２号　平成２４年度上毛町一般会計継続費繰越計算書の報告についてを議題とします。
　議案内容の説明を求めます。
　総務課長。
○総務課長（川口　彰君）報告第２号について報告いたします。
　平成２４年度上毛町一般会計継続費繰越計算書の報告について。
　地方自治法施行令第１４５条第１項の規定により、平成２４年度一般会計継続費繰越計算書について、次のとおり報告するものでございます。
　繰越計算書でございます。２款１項の築上東高等学校跡地宅地化事業におきまして、３億１,０３５万５,８２５円を翌年度に逓次繰り越しするものでございます。
　平成２５年６月１１日提出、上毛町長、鶴田忠良。
　以上でございます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。
　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　以上で、本件の報告を終わります。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第７、報告第３号　平成２４年度上毛町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告についてを議題とします。
　議案内容の説明を求めます。
　総務課長。
○総務課長（川口　彰君）報告第３号について、報告いたします。
　平成２４年度上毛町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について。
　地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、平成２４年度上毛町一般会計繰越明許費繰越計算書について、次のとおり報告するものでございます。
　繰越計算書の表を挙げておりますが、五つの事業等で、合わせまして３,３５１万円を２５年度に繰り越すものでございます。各事業別の繰越額につきましては、表中のとおりでございます。
　平成２５年６月１１日提出、上毛町長、鶴田忠良。

　以上でございます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。
　質疑はありませんか。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）６款商工費ですが、森の風の控訴内容と、それに対して町が応訴の弁護士費用を計上しています。控訴内容と町の反論について、大まかな説明をお願いいたします。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）森の風の控訴の内容でございますが、これは全員協議会の中でも御説明をさせていただいておりますが、有限会社エイトを指定管理者とした行政処分の執行停止の申し立てを森の風が裁判所に起こしておりまして、それに対応するための弁護士費用ということでございます。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）執行停止はわかるんですが、エイトのどの部分、また町のどの部分が不服として執行停止しているのか、その具体的内容とそれに対する町の反論をお願いいたします。
○議長（坪根秀介君）エイトではなくて、森の風でよろしいですか。

　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）森の風がエイトに対して、または町に対して、どのような理由で執行停止を主張されているのか。それから、またそれに対する町の反論をお伺いいたします。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）町が１月３０日に議決をいただいた有限会社エイトの指定管理に対して、森の風がその行政処分をやめさせるための裁判を起こしたものでございまして、森の風といたしましては、自分のところが指定管理として指定されるものだという主張をしております。
○議長（坪根秀介君）よろしいですか。茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）何で森の風が、俺のほうが権利があるんだということをお尋ねしているわけであります。それに対する町の反論であります。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）森の風のほうが、町が指定した有限会社エイトよりも勝っているということでの裁判だと思っております。

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　以上で、本件の報告を終わります。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第８、報告第４号　平成２４事業年度上毛町土地開発公社の事業報告及び決算についてを議題とします。
　議案内容の説明を求めます。
　企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）それでは、報告第４号について御説明をさせていただきます。
　平成２４事業年度上毛町土地開発公社の事業報告及び決算について。
　平成２４事業年度上毛町土地開発公社の事業報告及び決算について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告する。
　平成２５年６月１１日提出、上毛町長、鶴田忠良。

　次のページをお願いいたします。平成２４事業年度の事業報告と決算報告書でございます。

　続きまして、１ページをお開きいただきたいと思います。事業の概要でございます。朗読をさせていただきます。
　日本経済は、いわゆるアベノミクスと言われる経済政策に対する期待から、株価の上昇や円安の傾向が高まり、また来年度に予定されている消費税増税前の駆け込み需要が見込まれるなど、平成２５年度における景気動向は緩やかに持ち直すことが期待されている。
　このような状況下、ハイブリットカーに代表されるエコカーについては、補助金終了に伴う落ち込みも少なく、平成２４年における北部九州自動車生産台数は、過去最高の１４０万台となったところでございます。これは、自動車１５０万台生産拠点構想により、集積が図られた自動車関連企業の生産活動が顕著に推移しているためと考えられます。
　海外景気のさらなる下振れや、中国及び韓国の反日デモ等による日系企業への悪影響など、景気が下押しされるリスクも存在しております。
　上毛町では、企業の要望に即座に対応することができる工業用地が枯渇しておりまして、太陽光発電設備建設に対する問い合わせの際には、企業撤退後の民有地を紹介するなど、工業用地拡大や新規企業による用地購入等については進展がないまま、本事業年度は推移したところでございます。

　２ページ、３ページをお願いいたします。役員名簿、登記事項及び役員の交代でございます。役員の任期については、平成２４年１２月２７日から平成２６年１２月２６日までとなっておりまして、役員の交代につきましては、１０名の方を重任ということで変更がございません。

　続きまして、４ページをお願いいたします。収入支出決算でございますが、２４事業年度につきましては、先ほど町長の説明にもございましたが、事業は行っておりません。経常経費の支出のみでございまして、収入の部では基本財産の果実と預金利子で、収入済み額といたしまして１,２４６円と５７円の合計１,３０３円となっております。支出の部につきましても、経常的な経費のみの支出でございまして、役員の費用弁償、旅費、それから公租公課費の支出で、合計が１３万８,９２０円となっております。

　６ページをお願いいたします。財務諸表の貸借対照表でございます。資産の部の合計で、現金、預金が５２２万８,９１２円で、負債の部はゼロで、資本の部が基本財産として５００万、それから準備金として前期繰越準備金が３６万６,５２９円ございましたものが、当期１３万７,６１７円減りまして、２２万８,９１２円となっております。
　次に、損益計算書でございますが、先ほど申し上げましたとおり、歳出の１３万８,９２０円と収入の１,３０３円の差し引きで、当該利益金がマイナスの１３万７,６１７円となっております。
　続きまして、８ページはキャッシュフローの計算書でございます。
　９ページでございますが、平成２４事業年度剰余金の処分計算書でございます。剰余金を示したものでございまして、一番下に書いておりますように、今年度末の利益剰余金２２万８,９１２円ということとなっております。

　１０ページをお願いいたします。財産目録でございます。現金、預金で２２万８,９１２円、定期預金で５００万ということで、それぞれ福岡銀行、ＪＡ福岡豊築に預金をしております。
　１１ページ以降につきましては、先ほど説明した内容を記載しておりますので省かせていただきます。
　最後、１６ページに監査意見書を添付しておりますので、御参照いただきたいと思います。
　最後に、平成２４事業年度上毛町土地開発公社の事業報告及び決算につきましては、５月３０日の土地開発公社理事会において議決をいただいておるところでございます。
　以上でございます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。
　質疑はありませんか。
　宮本議員。
○１番（宮本理一郎君）以前に、この土地開発公社に関しては、ここにあるように事業展開をしていないということで、将来的には解散の方向だということをお伺いしておりましたが、その点はいかがでございましょうか。
　それと同時に、事業展開をしていないところで、ここに役員さんの名簿がずっと載ってございますが、そういった方々の役員報酬等々の件はどうなっていましょうか。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）解散の件につきましては、今年度、役員会の中で検討してまいりたいと思っております。
　役員の報酬につきましては、本年度も支出することとなります。

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。

　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）１ページですが、事業概要の中で、太陽光発電設備の建設に対する問い合わせの際には、企業撤退後の民有地を紹介するなどとあるが、現在、撤退しそうな企業があるのかどうか、その点をお尋ねいたします。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）太陽光の発電設備の建設に対する問い合わせということで、この件につきましては、更地の部分の土地を御紹介しておるところでございます。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）町が誘致した企業で、今のところ撤退するとか、撤退しそうな企業はないわけですね。名前を出して失礼になるかもわかりませんが、神栄の企業稼働状況も気になるので、お尋ねいたしました。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）議員さんが言われる神栄さんにつきましては、一応、８月ぐらいをめどに撤退をしたいという御報告を受けております。
○議長（坪根秀介君）よろしいですか。

○８番（茂呂孝志君）はい。

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑を終了します。
　以上で、本件の報告を終わります。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第９、報告第５号　しんよしとみ街づくり有限会社の平成２４事業年度の決算及び平成２５事業年度の事業計画についてを議題とします。
　議案内容の説明を求めます。
　企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）それでは、報告第５号について御説明をいたします。
　しんよしとみ街づくり有限会社の平成２４事業年度の決算及び平成２５事業年度の事業計画について。

　地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告する。
　平成２５年６月１１日提出、上毛町長、鶴田忠良。
　先ほど、町長の説明の中にもございましたが、７年間減少し続けておりました売り上げ利益が、ようやく回復の兆しを見せてきました。それで、平成２４年度につきましては、若干ではございますが、利益を出すことができました。
　生産者の勧誘、商品の集荷サービス、納品依頼の電話などにより、農産物のふえた月もございましたが、１年を通してみますと、まだまだ農産物の出荷量が少ない状況にあり、しんよしとみ農産物生産出荷者組合と協議を重ね、出荷量をふやしていかなければならないと考えておるところでございます。
　平成２４年度は、出荷者主催によるイベント等を行いまして、お客様と出荷者の交流ができたのではないかと考えております。また、買い物代行サービスについては、１２月から開始をいたしまして、利用客増加に向け改善を重ねているところでございます。
　昨年度の事業計画の中で、不足している農産物については広域的な仕入れを行い、数量の確保を図るということとしておりましたが、仕入れにつきましては、金額がかかり、売れ残りが発生し、会社が計画していたような大きな増収となっていないところでございます。
　そういうことで、平成２４年度の総売り上げにつきましては、前年対比で１０１％となったところでございます。

　それでは、決算報告について御説明をさせていただきます。
　１枚めくっていただきまして、貸借対照表でございます。左の資産の部から説明をさせていただきます。現金、預金、仮払金、未収入金等の流動資産が２,８５３万８,６３３円です。それから、建物、付属設備、構築物、工具、器具、備品、それからその下の出資金の合計が、固定資産７７３万５,５０５円ということで、資産の合計が３,６２７万４,１３８円となっております。
　右の欄の負債の部でございますが、買掛金、未払い費用、生産者未払金等の負債合計が１,３３１万１,２０３円となっておりまして、純資産の部では、資本金が２,０５０万と利益余剰金といたしまして２４６万２,９３５円、これを合計したものが純資産合計２,２９６万２,９３５円となっております。
　負債と純資産の合計と資産合計が同じでございますが、３,６２７万４,１３８円となっておるところでございます。

　次のページの損益計算書でございますが、売上高が表の一番右にございますように１億１,３７８万５,０３９円ということで、前年比１０％の増加をしております。これにつきましては、不足している農産物を仕入れたことによるものでございます。しかし、売り上げ総利益金額を見ていただきますと、５,１２７万４,７８５円ということで、前年に比べて７.１％の減少となっております。これは、先ほど申し上げましたが、不足している農産物を仕入れた場合、売れ残り等が発生し、廃棄処分にしたものがあり、大きな利益にはつながっていなかったということとなります。
　それから、次のページをお願いいたします。販売費及び一般管理費につきましては、５,１７７万４,６１２円でございます。事務費、事務用品外注委託料、広告宣伝費の経費を削減しておりまして、前年対比で６.３％の削減を行っております。

　次のページが、株主資本等の変動計算書でございまして、利益余剰金の当期純利益が１７万２,２７２円ということで、当期末の残高が２４６万２,９３５円となっております。
　次のページをお願いいたします。監査報告書を添付させていただいております。

　続きまして、平成２５事業年度の事業計画及び予算書についてでございます。
　基本方針といたしましては、目前に迫った東九州自動車道開通に備え、地元の顧客をふやすことに専念いたしたいと考えております。それから、町内のお客様が日々買い物をすることを前提とした商品構成についても検討してまいります。町内で不足する農産物の仕入れを継続し、数量の確保を図ります。また、福岡県内の道の駅と連携し、県内各地の道の駅の特産品を仕入れ、販売をいたしたいと考えております。バス会社への訪問営業、ファクス、ダイレクトメールによる定期的な宣伝を行い、団体客の獲得を中心に行いたいと考えております。販売以外では、今、行っております買い物代行サービスや集荷サービスを継続、強化してまいります。
　お客様確保のため、以下の事業を積極的に推進いたしますということで、販売促進事業、それからイベント事業、環境事業、その他という内容の事業を行ってまいりたいということでございます。
　次のページをお願いいたします。平成２５年度の収支予算書でございます。収支予算につきましては、前年度対比で収入、支出とも約１４％減額の予算を立てております。その内容といたしましては、平成２４年度の実績をもとに予算立てを行っておりまして、売り上げ総収入の中で、町が委託販売を１３.８％増の１,６５０万円、生産者手数料収入を１０.１％減の２,３００万円、仕入れ商品売り上げを６４％減の５００万を計上しております。町の委託料収入につきましては、本年度のＢ級グルメによる観光客誘致事業及び買い物代行事業の委託料が７８万円減額となっております。その他の収入では、現在、４店舗のテナントが入っておりますので、テナント収入１６２万９,０００円を増額しております。

　歳出につきましても、昨年度の実績をもとに予算編成をしておりまして、大きく変わったところでは、管理費の中で１２番の水道光熱費１００万５,０００円を増額しております。これは、電気料の値上げ及び冷蔵庫等の数の増加によるものでございます。また、仕入れ商品では１,３１４万８,０００円を減額しております。これは、先ほども申し上げましたが、余り収益につながらないということで、仕入れ商品の数量を減らしまして、そのほかにつきましては、実績をもとに予算立てを行っておるところでございます。
　最後に、しんよしとみ街づくり有限会社の平成２４事業年度の決算及び平成２５事業年度の事業計画につきましては、５月２８日の社員総会において議決をいただいておるところでございます。

　以上でございます。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。
　質疑はありませんか。
　亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）提案の仕方について、議決をされておれば、２５年度事業計画「（案）」は必要ないんじゃないですか。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）大変申しわけございません。案はバツということで。
○１０番（亀頭寿太郎君）ちゃんと出してもらわなんとね。

　以上。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
　宮本議員。
○１番（宮本理一郎君）この損益計算書を見れば一目瞭然でございますけれども、売り上げが１億１,０００万、そして隣のページのコストを見ますと５,１００万、半分がコストになっています。それで、この売り上げの中から商品代金を取引先に払わなければいけないわけで、利益として１７万ということですね。
　これは、もうやるべきことちゅうのははっきりしているわけです。どういうことかちゅうと、売り上げを伸ばす方法か、このコストを縮減するという方法ですけれども、このコストの名目をずっと見ますと、かなり名目が多いのと、やっぱり名目によって圧縮可能な部分があると思います。例えば、水道光熱費あるいは人件費、この辺は売り場面積に応じて、あるいは客数に応じて適正な人員配置がなされているのかどうかというようなことを検討しているのかどうか。それと商品構成においても、消費者ニーズに合った品ぞろえができているのかという、そういったシビアな審査ができているかどうか。
　先ほどおっしゃられましたが、昨年、一昨年に比べると数字は上昇しているということでございますけれども、これはあくまで固定資産なんかが入っているとすれば、固定資産の評価基準は年々変わってくるということもありますけれども、いずれにいたしましても、ここに今後の対策を書いておられますが、こんなことは、今までやっておくべきことを羅列していると私は判断します。
　現在の量販店、スーパーマーケット、百貨店は、この２倍も３倍も努力をしても黒字が出ないという状況でございますが、私はかなりの努力を要すると思うんですが、いかがですか。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）議員さん言われるとおり、ここ７年、売り上げのほうが減少しております。平成２２年度、７００万の赤字を出しております。平成２３年度が５万５,０００円の赤字、今回が１７万２,０００円の黒字ということで、数字上はそういう形になっておりますが、駅といたしましても、まずお客様の確保、それから商品の確保について種々検討をしてまいりまして、どうにかことしは、さっき言いましたように、１０１％とふえたんですが、仕入れ商品をふやすことによるもうけのほうが少ないということで、そうなるとやっぱり、もう一度原点に戻るんではございますが、地元の生産者の方々に数量を出荷していただくという形で、商品をそろえて、お客様に来ていただく、それで買っていただくという方向で、今、考えておるところでございます。
○議長（坪根秀介君）よろしいですか。

○１番（宮本理一郎君）はい。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑を終了します。
　以上で、本件の報告を終わります。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第１０、議案第３４号　専決処分の承認を求めることについて（上毛町税条例の一部を改正する条例）を議題とします。
　議案内容の説明を求めます。
　税務課長。

○税務課長（福本豊彦君）それでは、議案第３４号について御説明を申し上げます。
　議案第３４号、専決処分の承認を求めることについて（上毛町税条例の一部を改正する条例）について、地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分をしたので、同条第３項の規定により、これを報告し、承認を求める。
　平成２５年６月１１日提出、上毛町長、鶴田忠良。
　理由といたしましては、町長の提案理由の中の説明でもありましたように、社会保障・税一体改革を着実に実施するために、地方税法の一部を改正する法律が平成２５年３月３０日に公布されたことに伴いまして、これに準じて本町税条例の一部を改正する必要が生じたため、専決処分をしたものでございます。
　次のページをお願いいたします。
　専決第２号、専決処分書。
　地方自治法第１７９条第１項の規定により、上毛町税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり専決処分する。
　平成２５年３月３０日、上毛町長、鶴田忠良でございます。
　次のページをお願いいたします。上毛町条例第１３号、上毛町税条例の一部を改正する条例。
　上毛町税条例の一部を次のように改正するということで、改正内容について記載させていただいておりますが、説明につきましては、６枚目に新旧対照表をおつけしておりますので、そちらに基づきまして御説明をしたいと思います。
　新旧対照表の１ページでございますが、ここにつきましては、寄附金税額控除ということで、今回、改正の中の分で、中段の２項にあります分につきましては、復興特別所得税率が本年より施行されたことに伴いまして、その分を加算するものでございます。

　続きまして、次の新旧対照表の２枚目、３枚目につきましては、非課税措置の適用を受けた法人等は、その特例措置が廃止されたことに伴いまして、内容を削除しております。

　次のページの附則でございます。こちらにつきましては、議案説明資料というのを別紙でお配りしておりますが、条例関係の資料でございます。それに基づいて御説明をしたいと思います。
　延滞金の割合等の特例ということで、今回、国税の見直しにあわせまして、地方税に係る延滞金、それから還付加算金の利率を引き下げるというものでございまして、内容につきましては、概要資料のほうに記載させていただいておりますが、現在の延滞金が１４.６％から９.３％、還付加算金につきましては４.３％から２％という形に改正、見直しが行われております。この改正につきましては、平成２６年１月１日以後に期間に対応する延滞金等の適用となります。
　続きまして、次のページも延滞金に関する関連の改正でございます。

　それから、次の６ページ目の分でございますが、中段にあります個人住民税の住宅借り入れ等の特別控除ということで、これにつきましても説明資料に書いておりますが、住宅ローンの控除の適用につきまして、２６年から２９年に延長されたことに伴います改正でございます。
　続きまして、特例措置といたしまして、附則の第１０条の２の中で、今回、新たに特例措置が設けられましたことによりまして、本町の条例におきましても定める必要が出てきましたので、その分の追加で、今回、改正をさせていただいております。

　それから、それ以降につきましては、附則の第２２条の２、それから附則の第２３条につきましては、東日本大震災に伴いまして、震災等で被災を受けられた方について特例措置が追加されたことに伴いまして、本条例を改正するものでございます。

　改正内容につきましては、以上でございます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。
　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　これから、討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「反対討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「賛成討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第３４号、専決処分の承認を求めることについて（上毛町税条例の一部を改正する条例）は、原案のとおり承認することに決しました。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第１１、議案第３５号　専決処分の承認を求めることについて（上毛町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）を議題とします。
　議案内容の説明を求めます。
　税務課長。

○税務課長（福本豊彦君）それでは、議案第３５号につきまして説明をいたします。
　議案第３５号、専決処分の承認を求めることについて（上毛町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）について、地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分をしたので、同条第３項の規定により、これを報告し、承認を求める。
　平成２５年６月１１日提出、上毛町長、鶴田忠良。
　理由といたしましては、先ほどの議案第３４号と同様の内容でございまして、地方税法の一部を改正する法律が平成２５年３月３０日に公布されたことに伴いまして、これに準じて本町の国民健康保険税条例の一部を改正する必要が生じたため、専決処分をしたものでございます。
　次のページでございます。専決第３号ということで、専決処分書をつけさせていただいております。

　次のページをお願いいたします。上毛町条例第１４号、上毛町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。

　上毛町国民健康保険税条例の一部を次のように改正するということで、改正内容について記載をさせていただいておりますが、これにつきましても、議案説明資料で説明をしたいと思います。
　資料の１ページの一番下でございまして、国民健康保険税ということで、今回の改正につきましては、国民健康保険から後期高齢者医療に移行する際に、これまで軽減判定所得の算定をする場合に、「５年間に限り」ということでうたわれておりましたが、この部分につきまして、「恒久化する」ということとなりました。
　それと、移行後５年間につきましては、２分の１の減額を実施しておるところでございますが、これとまた別に追加いたしまして、５年以降、その後３年間につきましては４分の１減額する措置を講じることとしたことによりまして、今回、改正を行うものでございます。
　説明資料の４ページ目に、簡単な改正内容をおつけしておりますので、こちらのほうをごらんいただければいいかと思います。上段が改正の内容でございまして、中段から下について、今回の改正内容を記載しております。５年間の減税措置が恒久化されたということと、その下の５年間２分の１軽減だったのが、それ以降３年間が激変緩和の措置をとるということで、４分の１の軽減措置が新たにとられるようになったということの追加でございます。
　以上でございます。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。
　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「反対討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「賛成討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第３５号、専決処分の承認を求めることについて（上毛町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）は、原案のとおり承認することに決しました。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第１２、議案第３６号　専決処分の承認を求めることについて（平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第９号））を議題といたします。
　議案内容の説明を求めます。
　総務課長。
○総務課長（川口　彰君）それでは、議案第３６号について説明いたします。
　議案第３６号、専決処分の承認を求めることについて（平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第９号））について、地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分をしたので、同条第３条の規定により、これを報告し、承認を求める。
　平成２５年６月１１日提出、上毛町長、鶴田忠良。
　理由でございます。これも大平楽に関係する分でございます。指定管理に係る行政処分執行停止申し立てがあったので、これに対応するための経費について専決処分したものでございます。
　次のページに、専決第１号ということで、平成２５年３月２５日付の専決処分書を添付しております。

　それから、次のページのほうに、平成２４年度の上毛町一般会計補正予算（第９号）を添付しております。第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８６万円を追加し、歳入歳出予算総額を５３億９,６８１万２,０００円とするものでございます。

　専決処分の内容でございます。予算書の８ページをお願いいたします。商工費でございますが、商工費で８６万円を計上しております。これにつきましては、その他の委託料ということでございます。原告の大平楽が起こしました行政処分執行停止申し立てに対する応訴の弁護士委託料ということで７０万、それから大平楽の測量業務委託料で１６万円、合わせまして８６万円を専決処分したものでございます。
　以上でございます。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。
　質疑はありませんか。
　安元議員。

○６番（安元慶彦君）予算の内容じゃないんですけれども、これは自治法の１８０条ではだめですか。結局、我々が専決をさせてくれということで委任をした経緯がありますね。この辺の兼ね合いはどげんなりますか。予算ですから、９６条に該当はしてきますけれども、先ほど申しましたように、委任をしておりますから、これとのかかわりはどうですか。
○議長（坪根秀介君）総務課長。
○総務課長（川口　彰君）１８０条につきましては、議会の委任による専決処分ということでございます。今回は、あくまでも予算の関係ということで、１７９条のほうでしております。
○議長（坪根秀介君）安元議員。
○６番（安元慶彦君）全協のときでしたかね、いろいろと出てくるから、議会を開くあれはなかなか困難であるから、この件については委任をさせてくれというような経緯がありましたから、私はその辺のかかわり。予算は９６条で出ておりますから、議決するべき案件ということでそれはわかりますけれども、これは特例的なようなことで、我々はもうよかろうということで町長に委任したわけですから、その辺をちょっとお尋ねしよるわけですね。
○議長（坪根秀介君）町長。
○町長（鶴田忠良君）今おっしゃるとおり、この件については時間的に余裕がないということで、いろいろな意味で専決をお願い申し上げなければならない事案が起こるということで、あらかじめ議員の皆さん方に専決処分をもらうということで御理解をいただきたいということを、先般申し上げておったわけでありますが、具体的に議案として提案するということになりますと、それは議案でありますので、９６条に基づくという対応をしたということで御理解をいただきたいと思います。
○議長（坪根秀介君）よろしいですか。

○６番（安元慶彦君）はい。
○議長（坪根秀介君）ほかに質疑ありませんか。
　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）応訴ですから、当然、公判が始まると思いますが、公判が始まるのはいつの時期になるのかお尋ねいたします。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）この件につきましては、裁判所からまだ町のほうに仮処分の取り消し決定については来ておりますが、その後、控訴をしておりますが、その後のことについては裁判所のほうから、全くうちのほうに書類等も届いておりませんので、まだどうなっているかということを弁護士のほうに御確認しましたけれども、弁護士のほうもわからないとおっしゃっておりました。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）町長は、エイトを選定した理由は、二人の方から推薦状が届いたということであります。推薦状が届いた日付と二人の方の推薦内容について、大まかな説明を求めます。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員、自己の意見を述べないように。議題案件に沿った疑問を申してください。

　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）町が応訴する事態になったもので、森の風はエイトに対して不服があるわけですから、このエイトを推薦した理由と推薦状が届いた日付には関連があると思います。
○議長（坪根秀介君）総務課長。
○総務課長（川口　彰君）ちょっと認識の違いがあるかもわかりませんが、これは森の風から訴えられましたので、うちは今回、応訴の弁護委託料ということで計上しているということでございます。うちのほうが訴えたちゅうわけではございません。この案件につきましては、あくまでも森の風のほうが町のほうを訴えた。それに対して、うちが訴えられましたので、応訴の弁護委託料を計上しておるということでございます。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）応訴せざるを得ないんですよね。ですから、私はお尋ねしているんですよ。町は応訴しないと負けますからね、敗訴しますから、これは当然、必要な予算だと思います。しかし、こういう事態になったのは、森の風にすると、エイトの執行停止とかいろいろ言っていますから、町長はこのエイトを推薦したわけですから、選定した理由が、２通の推薦状が来たということを議会でも答弁いたしましたから、そういうことをお尋ねしているわけであります。
　答弁を求めます。
○議長（坪根秀介君）総務課長。
○総務課長（川口　彰君）再度、申し上げますが、今回の指定管理指定処分取り消し請求につきましては、森の風のほうが、指定管理者をエイトとする行政処分を取り消すということで、森の風のが訴えているわけでございまして、エイトのほうがとやかくとかいうわけではなくて、あくまで森の風に対する応訴の弁護委託料ということでございます。

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑を終了します。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「反対討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第３６号は賛成の立場から討論します。この件については、裁判により真実が明らかになると思います。当然、応訴しなければ、町の敗訴となるので、この議案に賛成いたします。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第３６号、専決処分の承認を求めることについて（平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第９号））は、原案のとおり承認することに決しました。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第１３、議案第３７号　専決処分の承認を求めることについて（平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第１号））を議題とします。
　議案内容の説明を求めます。
　総務課長。
○総務課長（川口　彰君）議案第３７号について、説明をいたします。
　議案第３７号、専決処分の承認を求めることについて（平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第１号））について、地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分をしたので、同条第３項の規定により、これを報告し、承認を求める。
　平成２５年６月１１日提出、上毛町長、鶴田忠良。
　理由でございます。福岡県議会議員補欠選挙及び大平楽等建物明け渡し仮処分申し立て等の経費について、専決処分をしたものでございます。
　次のページに、専決第４号ということで、平成２５年４月３日付の専決処分書を添付しております。

　それから、次のページでございます。平成２５年度の上毛町一般会計補正予算第１号ということで、第１条で歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ８７１万６,０００円を追加し、歳入歳出予算総額を４５億８,１７１万６,０００円とするものでございます。
　専決処分の内容でございます。予算書の８ページをお願いいたします。まず、選挙費でございます。さきの県議会議員補欠選挙に係る経費ということで、１節の報酬から１８節の備品購入費まで、合わせまして４２０万円を計上しております。
　それから、次に１０ページをお願いいたします。民生費の３９万２,０００円、それと１１ページ、衛生費の１８６万４,０００円でございますが、健康福祉課における嘱託職員賃金等の追加と、今回、新たに社会福祉士を嘱託職員として採用したことに伴うものでございます。

　それから、１２ページでございます。商工費でございます。大平楽指定管理の関係でございます。行政処分取り消し訴訟に係る応訴弁護士委託料及び建物明け渡し仮処分申し立て等弁護士委託料ということで１７６万円、また、建物明け渡し仮処分申し立てに係る供託金ということで、５０万円を専決処分させていただいているところでございます。
　以上でございます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。
　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「反対討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「賛成討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第３７号、専決処分の承認を求めることについて（平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第１号））は、原案のとおり承認することに決しました。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第１４、議案第３８号　専決処分の承認を求めることについて（平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第２号））を議題とします。
　議案内容の説明を求めます。
　総務課長。
○総務課長（川口　彰君）議案第３８号について説明をいたします。
　議案第３８号、専決処分の承認を求めることについて（平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第２号））について、地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分をしたので、同条第３項の規定により、これを報告し、承認を求める。
　平成２５年６月１１日提出、上毛町長、鶴田忠良。
　理由でございます。大平楽温泉館等修繕及び建物明け渡し仮処分強制執行のための経費について専決処分をしたものでございます。
　次のページに、専決第５号ということで、平成２５年４月２３日付の専決処分書を添付しております。
　それから、次のページでございます。平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第２号）ということで、第１条で歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ６５０万円を追加し、歳入歳出予算総額を４５億８,８２１万６,０００円とするものでございます。
　専決処分の内容でございます。予算書の７ページをお願いいたします。商工費でございます。これにつきましては、温泉館等の修繕費ということで５００万円、それから、４月２３、２４日に執行官が執行いたしました建物明け渡し仮処分強制執行の手数料ということで、１５０万円を専決処分させていただいているところでございます。

　以上でございます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。
　質疑はありませんか。
　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）７ページの商工費です。大平楽温泉館の修繕費５００万とありますが、当然、これは後で森の風に請求する部分だと思います。その点について伺います。

　それから、町は森の風と協定書を締結していました。修繕に対するいろいろな指導を行ったと思いますけれども、結果的にこういう結果になったということであります。町の指導に対しで、森の風の対応はどうであったのかお尋ねいたします。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）先ほど議員言われるように、５００万についての賠償請求の関係になろうかと思いますが、経年劣化によるものを差し引かせていただきまして、現段階では３２０万円ほどが森の風に賠償請求をするものと考えております。

　それから、協定書による指導でございますが、これも何回もお話をしているんですが、毎月１回打ち合わせをする中で、いろいろなものについての修繕等の指導を行ってまいりましたが、なかなかしていただけなかったということとなっております。
　以上です。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）この指導のやり方ですが、口頭なのか文書でやったのか、それから、最後通告とか、こういう方法もあったと思いますが、最悪の場合には契約解除ということもできたと思います。この点について、どのような対応をしてきて、結果的にはこうなってしまったのかお尋ねいたします。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）指導については、口頭で行っております。最悪の場合、契約解除もできたのではないかと。協定書の中にも盛り込まれておりますが、そうなった場合には、また裁判を起こされていたのではないかなとは思っております。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員、３回目です。
○８番（茂呂孝志君）指導は口頭だということですが、やっぱりこれは文書できちんとやって、勧告、最後通告とかをやらないと。やっぱりここに問題があったのではないかと思います。その点については、どのような総括をしていますか。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）これを教訓にいたしまして、次の指定管理者に対する部分についてやっていきたいと……。

○８番（茂呂孝志君）いや、文書と口頭をどういう評価をしていますかと聞いているんです。口頭でやったからね、文書とあれでの総括。文書でやればよかったんじゃないですかと言っているんです。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）いろいろ口頭でやっておったんですが、そこまで私のほうもできていなかったということでございます。

　今回、８月から指定管理の募集等々を行っておりまして、その中でも、いろいろ指摘はしているんですが、なかなか改善が見られなかったということになっております。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで質疑を終了します。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「反対討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「賛成討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第３８号、専決処分の承認を求めることについて（平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第２号））については、原案のとおり承認することに決しました。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第１５、議案第３９号　専決処分の承認を求めることについて（和解について）を議題とします。
　議案内容の説明を求めます。
　企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）それでは、議案第３９号について御説明をさせていただきます。
　議案第３９号、専決処分の承認を求めることについて（和解について）。

　地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により、これを報告し、承認を求める。
　平成２５年６月１１日提出、上毛町長、鶴田忠良。
　理由といたしまして、大平楽屋台村で営業を続けていた和解申立人に、建物明け渡しの請求を行った結果、同人と和解を行うことで同意を得たので、専決処分したものである。
　ということで、次のページに専決第６号ということで、専決処分書をつけさせていただいております。
　和解について。本町は下記のとおり和解するということで、和解の申立人、福岡県築上郡上毛町大字土佐井４３８番地、高野次男。
　２、和解に至る経過ということで、大池公園有料施設等の指定管理を平成２０年４月１日から平成２５年３月３１日まで、株式会社果樹農園森の風と協定を結び、管理を行ってきた。和解の申立人は、株式会社果樹農園森の風との間において、建物賃貸借契約を平成２０年４月１日に結び、営業を行ってきた。しかし、平成２５年３月３１日をもって契約が終了しているにもかかわらず、平成２５年４月１日以降も、新しい指定管理者と契約ができるものと思い、大平楽屋台村において営業を行っている。町としては、建物明け渡しのお願いの通知を出し、説明をした結果、本件について、別紙和解条項により和解を行うことで合意を得た。

　ということで、次のページに和解条項について記載をしております。町といたしましても、森の風と同様、訴えの提起を行い、建物明け渡しの強制執行等も視野に入れながら検討をしていたところでございますが、提起を行った場合、裁判を起こした場合でございますが、町の明け渡しの主張が認められても、長くて６カ月ぐらいの期間がかかるのではないかという弁護士からの意見もございました。
　それから、その６カ月間の間において、新指定管理者に対する補償等が出てくるのではないかということも勘案して、顧問弁護士のアドバイスを受け、最終的には苦渋の選択として、今回の和解を選択したところでございます。
　説明としては、以上でございます。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。
　質疑はありませんか。
　大山議員。

○１１番（大山　晃君）このぽん太さんにつきましては、早くから町のほうがアクションを起こすべきじゃなかったと思うんですが、これをおくれおくれで、後手をとってこのような状況になったんじゃないかと思うんですが、その辺のアクションはどこで起こされたんですか。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）町といたしましても、高野さんのほうに、有限会社エイトに対しまして、継続するための契約をお願いしてくださいよという形で町のほうはお願いをしておりました。４月１日から営業ができていなかったものですから、なかなかお話し合いができないということで、高野さんのほうからも言われておりました。
　最終的に、４月の半ばぐらいだったと思うんですが、エイトさんが最終的に高野さんとは契約をしないというお話がございましたので、町としても、そうなると、この分は森の風が賃貸借契約を結んでおった関係上、森の風がいなくなると、町との賃貸借契約になるんではないかということで、弁護士さんからも言われておりました。
　町としても、建物明け渡しの通知を５月の連休明けぐらいに出しまして、５月いっぱいに退去していただけないかという文書を出して、高野さんのほうから、退去いたしますので、ここに載っております７０万６,８５０円の解決金という形でお話ができないかというお話がございましたので、先ほど言いましたように、弁護士等々と相談をいたしまして、苦渋の選択で和解に至ったということでございます。
○議長（坪根秀介君）大山議員。

○１１番（大山　晃君）今、説明の範囲ではわかるんですが、早くからエイトさんとぽん太さん、高野さんのほうで契約が結ばれておればこういうことになっておらんのですが、エイトさんが最初からぽん太さんのあそこは要らないということを初めから言われとったと思うんですが、最初の説明では、エイトさんはあそこを犬の預かり所とか何かそういうことで、お風呂に入る人とか買い物をする人のために、あそこで犬を預かってするというようなお話を伺ったことがあるんですが、そういうことであれば、町ももう少し早目に高野さんのほうにアクションを起こしておれば、このような補償金は出さなくて済んじゃなかろうかと私は思うんですがね。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）先ほども申し上げましたように、３月の時点で高野さんのほうにはそのお話をしております。企画情報課といたしましても、３月３１日で森の風のほうから明け渡しをいただけるということで思っておりましたが、なかなかそういうことができず、強制執行等々の作業を行っておりまして、高野さんとエイトさんのお話がどこまで進んでいるかという部分の確認ができなかったということでございます。
○議長（坪根秀介君）よろしいですか。大山議員、３回目です。

○１１番（大山　晃君）それは、町の責任じゃないですかね。私はそう思うんですが。早くしっかりやっておけば、これはお金を出さなくても済んでおったんじゃないかと思う。密接に話し合いをしておけばよかったんじゃないかと思うんです。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）実際、高野さんとエイトさんの契約になりますので、町が契約しなさいよとか、契約しなさんなよとかいうようなお話はできないと思っております。町のほうは、高野さんが継続したいということであれば、エイトさんとの契約をお願いしますということで、お願いをしていたところでございます。
　それで、今回、明け渡し訴訟を起こしましたが、その件とぽん太さんについては、弁護士さんのほうが、一緒にしないほうがいい、別々に考えたほうがいいという御助言をいただいたところでございます。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。

　安元議員。

○６番（安元慶彦君）経過の文書の中で、普通、社会通念上、ちょっと理解ができないあれですよね。悪くとれば、何か行政のほうが、次の方にも、あんたのところが営業できるように言ってやりますよとかいう、何かそこら辺のいきさつがあったんじゃないかちゅうふうに。まあね悪くとればですよ。町がこのお金を払わなきゃならんということには、何かそこに因果関係があるんじゃないかと我々は思うわけですよね。テナントに入っておって、期限が来て、そのまま自分一人よがりに、また営業を続けられるものと思い、そのままやって、そしてそれができなければ、その補償を町がやらなければならないというのは、どうも我々は住民に対して説明がなかなかできませんですよね、これは。どんなもんですか。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）この和解の経緯に書いておりますとおり、高野さんとしても、４月１日以降、新しい指定管理者と契約ができるものと信じて、大平楽屋台村において営業を行っていたということでございまして、４月１日の時点で町のほうから撤去命令なりを出せばよかったのかもわかりませんが、そうなると、それについても裁判等々の時間が必要になってくるということだと思っております。
　今回、この解決金を支払うことについては、町としても苦渋の選択をさせていただいて、６カ月以上明け渡しに裁判費用がかかるのであれば、解決金ということで和解をしたほうがいいのではないかということで、今回、和解についての専決処分をさせてもらったところでございます。
○議長（坪根秀介君）安元議員、よろしいですか。
○６番（安元慶彦君）はい。
○議長（坪根秀介君）ほかに。

　宮本議員。
○１番（宮本理一郎君）私も、今、安元さんのおっしゃったことを思うわけですけれども、物、金の場合は、法人対法人ですけれども、今回の案件に関しては、個人の意見をのんだと。つまり、この文書を読みますと、エイトさんと契約ができるものと思っていたという勝手な問題でありまして、それは自分が勝手にそういうふうに思い込んでいたんだけれども、契約上は４月１日から明け渡すというのは、そこはもう厳然たるラインが敷かれていたわけでございまして、しかも、４月１日以降１カ月以上にわたって、早く言えば違法営業をなさっていたという事実も残っているわけで、今後、こういった個人の言い分を、こういった形でのむということは、行政上、禍根を残さないかと心配が私はございます。
　行政のほうは、経費と時間とのバランスを考えて苦渋の選択をなさったということも理解できますが、これは今後よくよく考えないと、対個人に対しての対処方法としては、これは適切とは言えないんじゃないかと思いますが、いかがでしょうか。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）何度も申し上げて申しわけないんですが、町としても苦渋の選択を行ったということで御理解をいただきたいと思っております。
○議長（坪根秀介君）三田議員。

○５番（三田敏和君）確かに苦渋の選択かもしれませんが、私は手法としては間違っていたと、はっきり認めるべきじゃないかなと思うんですね。その上で、苦渋の選択をしたと言うのならいいんですけれども、何か御理解ください、御理解ください、苦渋の選択では、私は世間に対して通らないのではないかなという気がします。これは私の意見ですが。
　それで、和解金の７０万円の根拠ちゅうのは何なんですか。どういう形で７０万円が出たんですか。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）この７０万円につきましては、高野次男氏からの申し出がございまして、撤去費用並びに従業員の人件費ということでの費用を上げてきております。

○議長（坪根秀介君）三田議員。

○５番（三田敏和君）それを、丸々のんだわけですか。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）町といたしましても、人件費については認められないというお話をさせていただきました。本人さんいわく、それが認められないのであれば、うちのほうも裁判を起こすというようなお話がございましたし、うちのほうも最終的にお話の中で、この和解ができなければ明け渡し訴訟を起こすしかないということでお話をさせていただいた経緯の中で、７０万円ということで和解をさせていただいたということです。本人としては、もう少し欲しい部分もお話はされておりましたが、そういうことでございます。まだほかに請求もございましたが、一応、この７０万円で和解をしたということでございます。
○議長（坪根秀介君）三田議員、３回目です。

○５番（三田敏和君）ということは、１００万ぐらい請求があった中の７０万円というふうな理解でよろしいのですか。私は、本人から７０万ぐらい請求するというような言葉を聞いておりましたので、丸々のんだのだろうと理解をしたんですが。そういう意味で、今回、町としても、今の経緯をずっと見ると、ここにポイントがあったのかなという箇所箇所は見受けられるので、本当に禍根を残したなと思います。
　これをいい教訓にして、このようなことがないようにという言葉は簡単に言えないなという気がしますので、ぜひその辺はしっかり、このことを受けとめて対応していただきたいなと思うんですが、先ほど言った７０万円に対しては、１００万ぐらい請求があって７０万になったのかどうか、そこを最後、もう一度お願いします。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）７０万円につきましては、交渉の話の中でいろいろ相手のほうも、これについても、今、残っている食材の処分の部分についても請求しないといけないという話で、金額的には言っておりませんでしたが、結局うちのほうが支払った、和解をした金額については、機材の撤去費、それから先ほど言いました人件費の部分での和解であるということでございます。
○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はありませんか。

　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）森の風は、何を根拠に居座ろうとしたのか、その根拠を伺いたいと思います。
　当時、大平村のときにテナントで入ったわけですよね。だったら、当時の大平村のときに契約していた、それが生きていたのかどうか。ですから、大平村のときの契約を解除しないまま、ずっと続いてきたのかどうか。そこらあたりがよくわからないんですよ。
○議長（坪根秀介君）ぽん太でいいですね。
○８番（茂呂孝志君）はい。済みません。ぽん太でいい。この業者はぽん太です。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）先ほどもちょっと御説明をしたんではないかなと思うんですが、平成２０年４月１日に、株式会社森の風との間において建物賃貸借契約を結んでおるようでございます。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）森の風との契約はわかるんですよ。しかし、このぽん太というのは、当時、大平村のときからあそこにいますよね。あそこにまだ何社かいたと思います。しかし、最後に残ったのはぽん太だけですから。ですから、このぽん太が当時の大平村のときにした契約が、今日まで生きていたのかどうか。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）先ほども申し上げましたが、平成２０年、要するに森の風が指定管理を受けた後、平成２０年４月１日に森の風と高野さんとの間で、建物の賃貸借契約が結ばれておりますということでございます。

○８番（茂呂孝志君）当時の大平村のときはどうやったかと聞いておるんです。森の風としたということはわかりますよ。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）当時、大平村としたかどうかというのは、その資料までは持っておりませんが、高野さんと有限会社大平楽との間で賃貸借契約を結んでいたんではないかなと思っております。

○議長（坪根秀介君）よろしいですか。

○８番（茂呂孝志君）はい。
○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑を終了します。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）先ほどのいろいろな方の質疑なども聞いていると、このぽん太という業者がここに居座る法的根拠、または協定でどこに当たるのか、その根拠はわかりません。ですから、この議案第３９号に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「賛成討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（起立多数）
○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第３９号、専決処分の承認を求めることについて（和解について）は、原案のとおり承認することに決しました。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第１６、議案第４０号　専決処分の承認を求めることについて（平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第３号））を議題とします。
　議案内容の説明を求めます。
　総務課長。
○議長（坪根秀介君）総務課長。
○総務課長（川口　彰君）議案第４０号について説明をいたします。
　議案第４０号、専決処分の承認を求めることについて（平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第３号））について、地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分をしたので、同条第３条の規定により、これを報告し、承認を求める。
　平成２５年６月１１日提出、上毛町長、鶴田忠良。

　理由でございます。大平楽テナント入居者との和解に要する経費について、専決処分をしたものでございます。
　次のページに、専決第７号ということで、平成２５年５月３０日付の専決処分書を添付しております。
　それから、その次のページでございます。平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第３号）ということで、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８１万２,０００円を追加し、歳入歳出予算総額を４５億８,９０２万８,０００円とするものでございます。
　専決の内容でございますが、先ほど尾崎課長が説明いたしました議案第３９号の和解についての経費を計上させているところでございます。
　予算書７ページをお願いいたします。商工費でございます。和解手続弁護士委託料ということで１０万５,０００円、それから大平楽屋台村のテナント退去補償費ということで７０万７,０００円を専決処分させていただいているところでございます。
　以上でございます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。
　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）議案第４０号に反対の立場で討論いたします。
　反対の理由は、先ほども申し上げました議案第３９号と同じであります。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「賛成討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（起立多数）
○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第４０号、専決処分の承認を求めることについて（平成２５年度上毛町一般会計補正予算（第３号））は、原案のとおり承認することに決しました。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第１９、議案第４３号　財産の処分についてを議題とします。
　議案内容の説明を求めます。
　総務課長。
○総務課長（川口　彰君）議案第４３号につきましては、朗読により説明にかえさせていただきます。
　議案第４３号、財産の処分について。
　次のとおり土地を売り払うものとする。
　平成２５年６月１１日提出、上毛町長、鶴田忠良。

　１、所在地、上毛町大字宇野１１２３番地４ほか２８筆。
　２、区分、宅地。
　３、面積、１万６,００７.１９平米。ただし、画地出来形確認測量確定後は、売り払い土地の確定面積の合計とする。
　次に、売り払い予定価格、２億３３７万７２８円。ただし、画地出来形確認測量確定後は、画地面積による売り払い価格の合計額とする。
　売り払い方法、公募による分譲。

　理由。築上東高等学校跡地に係る建築条件つき宅地分譲事業を実施することに伴い、上毛町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分等に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。
　それから、６月議会の議案説明資料の追加分ということで資料を配付しておりますが、追加分の資料の１ページのほうで各分譲地の平面図、それから２ページと３ページで各分譲地の面積、先ほど説明いたしました面積でございますが、１万６,００７.１９平米、それと金額が２億３３７万７２８円ということで、詳細な資料をつけております。ごらんいただきたいと思っております。
　以上でございます。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。
　質疑はありませんか。

　亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）議案書の中に、完売の年数は入れなくてもいいんですか。
○議長（坪根秀介君）総務課長。
○総務課長（川口　彰君）入れなくてもよいということでございます。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）これにかかった費用をお尋ねしているわけです。当時、県から買った金が２億ちょっとだったと思います。その後、設計委託で当初は補助も活用した設計をしていましたが、最終的には補助なしで変更になりました。
　それから、造成費とかもろもろの工事を入れて、総額幾らになるのか。
　それで、この売り払い予定価格２億３００万を決めました。これがどのようにして決まったのか。この差額が当然、将来の固定資産税とか、人口増などによる費用対効果で補っていくという考えであろうとあります。そういう説明を求めます。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）県から土地を買収した金額につきましては、１億９,３８８万６,０００円ということで、今回、全て販売いたしますと２億３３７万１,３４９円ということとなります。
　費用につきましては、造成工事、それから測量等々を含めまして４億５,５３１万と。これは１月３０日の臨時議会で内容について御説明をさせていただいたところでございますが、現在のところ、そういう金額になろうかということでございます。
　設計については、補助事業ではございませんでした。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）ですから、この差額があります。これを固定資産税とか人口増とか、そういうことで補っていこうという考えだと思います。そういう費用対効果をどのように見ているのかお尋ねします。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）この宅地につきましては、７７区画ということで、３人家族ぐらいであれば、子供さんが生まれれば二百四、五十ぐらいになるんではないかということで、定住促進のための宅地造成工事ということで捉えております。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）聞いたことに答えてほしいんですよ。定住促進ですから、当然、そこに固定資産税とか人口増とかがあると思うんですよ。ですから、最終的には、言い方は悪いですが、プラマイゼロになるか、それはわかりませんが、将来的には、最終的な費用対効果はどのように考えているのかお尋ねしているわけです。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）費用対効果等々については、まだ計算はしていないところであります。この価格につきましては、不動産鑑定を行いまして、それからこの宅地等々の条件、東や西、南、北、それとか路地とかいうような形で、玄関の方向となると思うんですが、それによる係数を定めまして、価格の選定を行いまして、町で決定したところでございます。
○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑を終了します。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は議案第４３号に反対の立場から討論いたします。
　最初の設計段階では、補助も活用した計画でありましたが、途中から計画が変更され、１戸当たりの面積が狭くなり、補助金の活用もされず、地元業者への仕事も回ってこないというシステムになっています。地元へ仕事が回ってこないというのは、造成などについては地元がやっていますが、住宅の建設などについては回ってこないということであります。こういう理由を申し上げまして、この議案に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「賛成討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（起立多数）
○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第４３号、財産の処分については、原案のとおり可決することに決しました。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）これから議題の委員会付託を行います。
　６月７日議会運営委員会の協議結果を資料として配付しております。
　運営資料５ページ、委員会付託表をごらんください。
　付託案の朗読に際しても議案名の朗読は省略します。
　議案第４１号、議案第４２号、議案第４４号、議案第４５号、議案第４６号（所管分）及び発議第３号の６件は総務、産業・建設常任委員会へ。
　議案第４６号（所管分）、議案第４７号、議案第４８号及び発議第４号の４件は文教・厚生常任委員会へそれぞれ付託いたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。
　したがって、お手元に配付の委員会付託表のとおり、所管の常任委員会に付託することに決定しました。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）続いて、各常任委員会の開催日についてお諮りいたします。
　運営資料７ページ、委員会日程表をごらんください。
　各常任委員会の開催日は、議会運営委員会で決定いただいた日程のとおり決定したいと思いますが、これに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。
　したがって、常任委員会の開催日は、運営資料委員会日程表のとおり開催することに決定しました。
　以上で本日の日程は全て終了いたしました。
　本日はこれにて散会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　散会　午後　０時１０分
　　　平成２５年６月１１日
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